
  

 

雨天時における安全管理の強化について 

 

東京都下水道局では、雑司ヶ谷幹線再構築工事での事故を受け、雨天時における安全管理

の強化について、以下のとおり定めた。 

受注者の皆さまは、これらの対策を確実に履行するとともに、個々の工事内容や工事現場

の特性などに十分配慮し、より具体的で確実な安全対策を講じるよう努められたい。 

 

１ 対象とする工事 

雨天時に、雨水の流入・増水による影響を受ける地下工事等とする。 

２ 事故の再発防止策 

（１）作業中止の基準 

突発的な局所的集中豪雨に対しても工事の安全管理に万全を期するため、新たな作業

の中止基準を定める。 

なお、気象情報については、注意報及び警報の対象を大雨、洪水のいずれかとする。 

①作業開始前 

・ 当該施工箇所に、一滴でも雨が降っている場合、作業は開始しない。 

・ 当該施工箇所に係る気象区域に、注意報または警報が発令されている場合、作業は

開始しない。 

②作業開始後 

・ 当該施工箇所に、一滴でも雨が降れば、即刻作業を中断し、一時地上に退避する。 

・ 当該施工箇所に係る気象区域に、注意報または警報が発令された場合、即刻作業を

中断し、一時地上に退避する。 

・ 退避に際しては、作業中の資機材を放置する。 

③作業開始・再開の条件 

作業の開始及び再開にあたっては、次の３項目の全てが確認されることを条件と  

する。 

・ 当該施工箇所に雨が降っていないこと、また、当該施工箇所に係る気象区域に、  

注意報または警報が発令されていないことが確認されること。 

・ 管内の水位を計測し、事前の調査に基づく通常水位と変わらないことが確認される

こと。 

・ 作業着手前の安全確認について、施工計画書に定める事項の全てを完了すること。 

 



（２）気象情報を迅速に把握するシステムの構築 

急激な気象変動などの気象情報を迅速に取得するため、気象担当者の携帯電話に、 

注意報及び警報の自動配信システムの配備を義務付ける。 

（３）退避計画作成の義務化 

作業員が管内から地上に、安全かつ迅速に退避するため、人命の最優先を基本とし、

ブザー付き回転灯の配備、退避時の資機材放置及びこれらを盛り込んだ退避計画の作成

を義務付ける。 

施工計画書に盛り込む退避計画の基本事項は、次のとおりである。 

・ 作業中止基準の明示 

・ ブザー付き回転灯の配備等、退避指示の確実な伝達方法 

・ 退避時に放置する資機材などによる管内の状況や退避時間を考慮した退避ルートの

決定 

・ 工事着手前における退避訓練の実施方法 

（４）流下防止対策の実施 

不測の事態においても人命を確保するため、作業に先立ち、管内に人孔間を結ぶ救助

用ロープの設置、人孔への縄梯子の設置、安全帯の装着など、適宜、作業環境に応じた

対策を組み合わせ、安全対策の充実を図る。 

（５）気象講習の実施 

急変する気象等の基礎的な知識を習得し安全管理に活用するため、局主催で、気象の

専門家による講習会を定期的に実施する。また、局が主催する講習会の内容については、

職場研修等を活用し、局内及び受注者社内への周知を図る。 

 

なお、作業の中断により発生した経費については、協議に基づき適切に措置する。 

 

 

※「請負者」の呼称を「受注者」に訂正 


